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鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

|
|
親
驚
加
点
本
を
資
料
と
し
て
|
|

一
、
本
稿
の
目
的

本
稿
の
筆
者
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
日
本
漢
音
に
、
文
献
の
種
類
に
よ

る
字
音
の
位
相
差
が
存
し
た
、
と
す
る
考
え
を
提
出
し
だ
。

本
稿
は
、
鎌
倉
時
代
の
日
本
呉
音
資
料
を
対
象
と
し
て
、
文
献
の
種
類
に

よ
っ
て
字
音
声
調
の
位
相
差
が
存
し
た
も
の
か
否
か
、
存
し
た
な
ら
ば
そ
れ

は
い
か
な
る
も
の
か
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
研
究
の
方
法

文
献
種
の
差
に
よ
る
位
相
差
を
調
べ
る
の
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
文
献
種

以
外
の
差
は
、
可
能
な
限
り
小
さ
い
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
同
一
人
の
同
時
期
の
加
点
に
な
る
、
文
献
の
種
類
が
異
な
る

呉
音
読
資
料
を
対
象
と
し
て
選
び
、
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
方
法
を
採
る
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

{主

木

勇

々

三
、
本
稿
の
対
象
資
料

鎌
倉
時
代
の
呉
音
資
料
中
、
右
の
条
件
に
適
う
も
の
と
し
て
、
親
鷲
加
点

の
資
料
群
が
存
す
る
。
親
鷲
(
一
一
七
三
|
一
一
二
公
一
)
は
、
青
年
期
か
ら

晩
年
ま
で
、
各
種
の
文
献
を
残
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
漢
文
本
文
の
も

の
に
字
音
直
読
資
料
と
漢
文
訓
読
資
料
と
が
、
仮
名
を
交
え
る
文
献
に
漢
字

片
仮
名
交
じ
り
文
(
『
西
方
指
南
抄
』

の
類
)
・
片
仮
名
漢
字
交
じ
り
文

(
『
一
念
多
念
文
意
』
の
類
)
・
平
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
(
平
仮
名
本
「
唯
信

抄
』
、
書
簡
の
類
)
が
遺
存
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
・
片
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
・
平
仮
名
渓

字
交
じ
り
文
は
、
親
鷲
晩
年
の
書
写
加
点
資
料
に
偏
る
。
そ
し
て
、
片
仮
名

漢
字
交
じ
り
文
に
は
声
点
加
点
が
無
く
、
平
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
で
は
平
仮

名
本
「
唯
信
抄
』
に
声
点
一
例
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
親
驚
青
年
期
の
字
音
直
読
資
料
と
漢
文
訓
読
資
料
と
の

声
調
を
比
較
し
、
次
に
、
晩
年
の
字
音
直
読
資
料
・
漢
文
訓
読
資
料
・
漢
字

五



鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

片
仮
名
交
じ
り
文
の
声
調
を
比
較
す
る
こ
と
と
す
る
。

1
・
親
鴛
青
年
期
に
お
け
る
字
音
声
調
資
料

親
耕
助
青
年
期
の
遺
文
は
、
親
鷲
が
法
然
の
門
下
に
あ
っ
た
吉
水
時
代
、
親

驚
二
十
九
歳
1
三
十
四
歳
ご
二

O
一
1
一
二

O
六
年
)
頃
に
書
写
さ
れ
た

と
さ
れ
る
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
」
の
み
で
あ
る
。

『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
の
経
本
文
に
は
、
字
音
直
読
の
声
調
を
示
す

声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
行
間
・
紙
背
に
書
き
込
ま
れ
た
漢
文
註
文
は
訓
読
さ
れ
て
お
り
、

漢
語
声
調
を
示
す
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
@
「
叡
経
・
阿
弥
陀
経

集
註
』
経
本
文
芦
点
と
⑥
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
註
文
声
点
と
を
、
親

鷲
青
年
期
に
お
け
る
字
音
声
調
資
料
と
す
る
。
な
お
、
原
本
閲
覧
の
機
会
が

得
ら
れ
な
い
た
め
、
調
査
は
、
『
傍
説
無
量
害
両
親
経
』
〈
一
九
七
三
年
、
日
本

仏
教
普
及
会
)
お
よ
び
『
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
に
基
づ
く
。

2
・
親
鷲
晩
年
期
に
お
け
る
字
音
声
調
資
料

晩
年
の
字
音
直
読
資
料
と
し
て
、
①
真
偽
書
写
本
専
修
寺
蔵
建
長
八
年

(
一
二
五
六
・
親
鷲
八
十
四
歳
)
写
『
四
十
人
誓
願
」
へ
の
親
鴛
加
点
朱
声

点
が
あ
足
。

ま
た
、
同
期
の
漢
文
訓
読
に
お
け
る
漢
語
声
調
資
料
と
し
て
、
@
建
長
八

ム

ノ、

年
加
点
『
浄
土
論
註
」
の
朱
声
点
お
よ
び
、
@
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
大

墨
声
煎
を
採
り
上
げ
る
。
@
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
大
墨
声
点
は
、
六
十
歳

頃
か
ら
晩
年
ま
で
、
数
度
に
一
旦
っ
て
加
点
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
、
建
長
八
年
(
一
二
五
六
)
に
近
く
、
比
較
的

ま
と
ま
っ
た
声
点
加
点
例
が
得
ら
れ
る
も
の
に
、
①
一
二
五
七
年
以
前
書
写

『
唯
信
抄
(
西
本
願
寺
本
)
」
と
@
一
二
五
七
年
書
写
『
尊
号
真
像
銘
文

(
建
長
本
)
」
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
二
資
料
を
、
晩
年
の
親
驚
加
点

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
と
し
て
選
ぶ
。

な
お
、
右
五
本
の
調
査
は
、
左
と
『
増
補

親
驚
笠
人
真
蹟
集
成
」
(
二

0
0
五
1
二
O
O
七
年
、
法
蔵
館
)
と
に
依
る
。

①
『
四
十
八
誓
願
」
|
『
影
印
高
田
古
典
[
第
一
巻
]
真
偽
上
人
集
」

万之 ~ 

本一
願 九
寺 九
派六

総宍
t. 

品空
7.c万"'

市高

努E
フ-;g

去匡
真、@
@--. 
坂海
東 土
本 論
『 註

EA 
E 土
止 真

ー
「
額
序
土
民
貫
教
行
誼
文
類
(
坂
東
本
)
影
印
本
」

(
=
0
0
五

年
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
)
、
①
『
唯
信
抄
(
西
本
願
寺
本
)
』
|
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
裁
カ
ラ
l
写
真
、
③
『
尊
号
真
像
銘
文

(
建
長
本
)
』
|
『
尊
務
長
像
銘
文
』
(
一
九
六
七
年
、
法
雲
寺
)
。



四
、
調
査
結
果

な
お
、
語
頭
・
句
頭
字
以
外
で
は
前
接
字
声
調
の
影
響
が
あ
り
得
る
た

め
、
語
頭
・
句
頭
例
を
優
先
す
る
。

1
・
親
鷲
青
年
期
に
お
け
る
字
音
声
調
に
見
ら
れ
る
位
相
差

B
・
比
較
結
果

A
.
比
較
方
法

@
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
訓
読
部
分
の
声
点
が
全
七
六
例
で
し
か
な

い
た
め
、
そ
の
全
例
を
ま
ず
掲
げ
、
そ
れ
と
同
じ
字
へ
の
、
@
経
文
字
音
直

読
部
分
に
お
け
る
声
点
加
点
例
を
対
比
さ
せ
る
。

@
『
読
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
」
註
文
訓
読
声
点

1
修
(
上
)
シ
テ
(
親
裏
二
九
)

2
鈴
(
去
)
(
観
裏
二
五
)

3
縁
(
去
)
(
観
裏
二
六
)

4
〈
三
輪
(
上
)
(
観
註
三
五
)
〉

5
成
(
上
空
セ
リ
(
観
裏
十
四
)
、
成
(
上
濁
)
セ
ム
(
観
裏
十

四
)

6
同
(
上
濁
)
セ
シ
メ
(
観
裏
十
四
)

7
矧
司
司
人
(
平
濁
)
(
観
註
五
七
)

8

〈
神
(
平
)
川
割
当
(
観
註
五
七
)
〉

9
麿
(
平
)
ス
(
観
註
三
五
)
、
感
(
平
)
現
(
観
註
三
五
)

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

語
頭
・
句
頭
側
以
外
は
、
〈

〉
に
入
れ
て
示
す
。
@
註
文
の
所
在
は
、

便
宜
上
、
『
増
補

親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
」
の
頁
数
、
@
本
文
所
在
は
観

経
・
阿
弥
陀
経
そ
れ
ぞ
れ
を
観
・
阿
で
示
し
た
上
、
各
行
数
で
記
す
。

@
『
開
制
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
」
経
本
文
字
音
直
読
声
点

倒
到
叶
諸
(
上
)
一
一
一
(
上
)
味
(
現
制
)
、
倒
司
叶
行
(
上
空
諸
(
去
)
戒
(
観
拙
)

〈
其
倒
2
U河
(
卓
会
相
(
平
濁
}
(
観
揃
)
、
其
倒
宜
叶
衆
(
去
)
相
(
観
却
)
〉

〈
何
(
去
濁
)
等
因
(
去
)
矧
宜
叶
(
観
叩
)
、
以
元
矧
2
司
慈
(
上
濁
)
(
観
出
)
〉

〈
知
旋
{
平
)
(
上
)
火
(
干
濁
)
制
ヨ
司
(
観
凶
)
、
有
千
(
去
)
轄
(
入
管
咽
)
刷
ヨ
叶
相
(
平
濁
)
(
観
加
)
、
猶
如
日
制
ヨ
叶
(
観
削
)
〉

刷
ヨ
調
就
(
平
濁
)
如
是
(
阿
お
)
、
刷
到
当
阿
(
平
)
那
(
上
)
合
(
上
濁
)
(
観
印
)
、
刷
到
捌
光
(
上
)
明
(
上
)
蓋
(
上
濁
}
(
観
拘
)

同
ヨ
当
時
(
上
濁
)
倶
(
去
)
作
(
平
)
(
阿
川
切
)

州
司
司
通
(
上
濁
)
知
意
(
観
捌
)

〈
及
其
(
上
濁
)
川
劃
叶
民
(
上
)
(
阿
必
)
等
、
(
去
)
十
一
例
〉

問
調
叶
営
(
上
)
愛
願
(
阿
臼
)
、
岡
司
叶
時
即
得
(
観
花
)
、
岡
羽
叶
時
即
於
(
観
抑
)
、
周
到
叶
堕
(
平
霊
地
獄
(
観

脱
)
、
岡
到
斗
堕
(
平
濁
)
悪
道
(
観
制
)

七



鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

日
韓
(
平
)
ス
ル
カ
(
観
註
三
人
)

口
利
(
入
)
(
観
裏
十
四
)

ロ
識
(
入
}
臆
(
観
裏
二
七
)

日
失
(
入
)
ス
ル
(
観
裏
二
七
)

日
比
〈
専
(
去
)
剰
刃
割
(
観
裏
二
人
)
〉

白
神
(
去
濁
)
飛
(
観
裏
二
七
)

凶
心
(
去
)
(
観
註
六

0
・
観
裏
十
二
・
十
二
・
十

二
一
・
二
五
・
二
五
・
二
六
・
二
七
・
二
七
・

二
九
・
二
九
・
二
九
・
コ
二
・
コ
二
・
三

二
)
、
〈
元
上
州
到
叶
(
観
裏
ニ
〉

ロ
稀
(
去
}
セ
シ
ム
(
観
註
六

O
)
、
稲
(
去
)
セ
(
観
裏
二

六
・
二
七
・
二
九
)
、
稀
(
去
)
ス
ル
(
叡
裏
二
九
)

凶
生
(
去
)
ス
(
観
裏
十
二
)
、
生
(
去
)
ス
ル
(
観
裏
二

六
)
、
生
(
去
)
シ
テ
(
観
裏
二
七
)

m
m
文
芸
(
観
裏
三
一
)

加
身
(
去
)
(
叡
註
五

O
)

幻
専
(
去
)
(
叡
裏
二
七
)
、
朝
司
叶
雑
(
入
濁
)
(
観
裏
二
八
)

泣
因
(
去
)
(
観
註
六
O
)

お
蓬
(
去
)
(
観
註
五
四
)
、
〈
賓
(
平
)
劃
到
叶
(
観
註
六
O
)
〉

白
川
詞
叶
我
(
平
濁
)
(
叡
裏
二
七
)

}¥ 

〈
腕
(
上
)
輯
宜
剖
)
葉
問
(
去
)
(
観
凶
)
、
右
(
平
)
旋
(
去
)
宛
(
上
)
開
2
割
(
観
加
)
〉

〈
協
(
平
)
(
去
)
利
刃
割
利
種
(
平
)
(
観
お
)
、
光
明
王
(
上
)
側
一
利

3
3観
捌
)
〉

〈
衆
(
平
)
所
(
平
)
知
(
上
)
制
刃
銅
(
阿
4
)
、
遇
善
知
(
上
濁
)
剖
刃
笥
(
観
抑
)
〉

〈
不
令
散
(
平
副
刃
割
当
面
目
、
憶
{
入
緩
)
持
(
上
濁
)
不
剥
封
叫
(
叡
却
)
、
無
令
(
上
)
忘
(
平
)
剖
刃
割
(
叡
剖
)
〉

剰
刃
制
調
蓮
華
色
(
観
制
)

相
羽
割
通
(
上
濁
}
如
意
(
観
捌
)

州
司
叶
不
(
上
)
顛
(
去
)
倒
(
平
濁
)
(
阿
臼
)
、
副
司
叶
之
(
上
濁
)
所
念
(
平
)
(
観
お
)
、
州
司
叶
限
{
平
濁
}
元
(
上
)
郭
(
平
)
(
観
回
)

等
、
(
去
)
九
例
。

制
調
叶
讃
(
平
濁
)
不
可
思
議
功
徳
(
阿
倍
)
、
制
到
叶
讃
(
平
濁
)
諸
偽
(
阿
m
M
)

、
制
ヨ
叶
南
(
平
)
元
(
上
)
阿
弥
陀
傍
(
段

拙
)

到
司
叶
彼
園
土
(
阿
臼
)
、
出
到
叶
此
(
平
)
悪
子
(
観
必
)
、
出
割
叶
諸
備
前
(
去
濁
)
(
観
抑
)
等
、
(
去
)
七
例
。

対
司
殊
(
上
濁
)
師
(
上
)
利
(
平
)
法
王
(
平
)
子
(
平
濁
}
(
阿
9
)
、
対
ヨ
殊
(
上
濁
)
師
(
上
)
利
(
平
}
法
(
入
経
)
王
室
子
(
平
君
)
(
叡
4
)

到
割
叶
塗
(
上
濁
)
魁
蜜
(
観
げ
)
、
剖
ヨ
石
棺
(
上
)
金
(
上
)
色
(
入
§
瑚
)
頂
(
平
)
有
肉
(
入
急
)
雲
(
平
)
(
観

m)

朝

2
4
t平
)
不
{
上
)
移
(
上
)
(
観
釘
)

困

aJ削
(
上
濁
)
宿
(
入
経
)
習
(
入
綬
)
(
叡
踊
)

劃
司
叶
筆
方
(
去
)
開
(
上
)
(
現
制
)

〈
及
其
(
上
濁
)
川
司
叶
民
(
上
)
(
阿
M
M
)

等
、
(
去
)
十
一
例
〉



お
精
〈
去
}
(
箆
妥
十
四
)

お
〈
小
奨
(
去
)
(
鼠
註
五
四
)
〉

幻
教
(
平
)
(
混
市
立
二
七
)

お
径
三
(
良
妥
十
二
)

却
問
司
叶
蓬
(
去
)
(
箆
註
六

O
)

却
異
(
平
)
(
観
裏
二
人
)

幻
凸
ロ
(
干
)
(
読
裏
十
四
)

辺
退
手
}
セ
(
箆
裏
三
二
)

お
乱
(
平
)
動
(
読
裳
二
七
)

出
〈
人
(
去
)
剖
割
当
(
叡
哀
二
七
)
〉

お
余
(
干
)
(
観
裏
二
八
)

お
表
(
上
)
ス
(
観
裏
三
こ

包
部
(
上
)
…
臨
(
上
濁
)
(
観
註
五
七
)

お
〈
能
(
上
)
出
(
上
渇
)
(
叡
註
五
七
)
〉

お
廻
(
去
)
シ
テ
(
観
裏
二
六
)

仰
向
田
(
去
)
ス
(
観
裏
十
四
)

4
慨
(
去
)
(
阿
裏
十
五
)

必
張
(
平
)
(
観
註
五
七
)

。
課
(
平
)
稀
(
観
裏
二
七
)

必
係
(
平
)
念
(
観
裏
二
七
)

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

〈
元
量
制
ヨ
叶
進
協
(
阿
冗
)
、
此
人
(
去
)
相
羽
叶
進
(
平
濁
)
勇
(
上
)
猛
(
平
)
故
(
観
制
)
〉

〈
出
緑
(
入
綬
}
到
到
叶
珠
(
上
濁
)
光
(
観
旧
)
、
妙
副
司
叶
珠
(
上
濁
)
網
(
上
)
(
観
川
・
山
間
)
〉

剖
司
叶
我
観
於
(
上
)
(
観
門
別
)
、
剖
詞
叶
我
思
(
去
)
惟
(
上
)
(
観
訂
)
、
制
調
叶
令
(
去
)
念
倒
(
観
山
山
)

樹
司
叶
種
{
平
濁
)
奇
(
去
}
妙
(
平
)
(
阿
却
)

〈
皆
是
四
(
平
)
朝
司
叶
(
阿
げ
)
等
、
(
平
)
五
例
。
〉

〈
有
到
司
叶
方
(
去
)
使
(
平
渇
)
(
観
印
)
〉

〈
倶
(
去
)
創
司
ご
(
入
急
)
庭
(
平
)
(
阿
日
)
〉

〈
却
(
入
緩
}
行
(
平
濁
)
而
剖
司
叶
(
観
幻
)
、
程
(
干
)
悌
而
副
司
司
(
観
蛸
)
〉

〈
一
心
(
去
)
不
(
上
)
制
司
叶
(
阿
回
)
〉

〈
如
(
去
)
是
(
平
濁
)
制
司
司
間
(
去
)
(
観
2
)
〉

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

九



鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差
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(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

例
1
は
、
註
文
の
漢
文
訓
読
で
は
「
修
」
に
上
声
点
が
加
点
さ
れ
、
字
音

直
読
の
経
本
文
で
は
去
声
点
が
加
点
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
期

に
進
行
し
て
い
た
「
一
音
節
去
声
字
の
上
声
俗
」
が
、
字
音
直
読
に
比
し

て
、
訓
読
で
進
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
、
と
解
さ
れ
る
。
対
応
例
を
持

た
な
い
例
明
記
ぬ
「
鑑
(
李
鵬
(
上
)
」
も
、

二
音
節
去
声
字
が
上
声
化
し
た
例
と

見
ら
れ
る
。

例
2
「
鈴
」
は
、
そ
の
逆
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
下
段

の
字
音
直
読
例
が
去
声
字
「
其
」
に
続
く
た
め
に
上
声
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
例
3
「
縁
」
・
例
4
「
輪
」
も
同
様
で
あ
り
、
見
か
け
上
の
相
違
と
言

、えよ、っ。

例
5
「
成
」
・

6
「
同
」
は
、
同
一
字
の
語
頭
・
句
頭
声
点
加
点
例
で
あ

り
な
が
ら
、
漢
文
訓
読
で
は
上
声
点
、
字
音
直
読
で
は
去
声
点
が
加
点
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
漢
文
訓
読
の
上
声
は
、
右
の
前
接
字
声
調
の
影
響
に
よ
る
調

値
変
化
形
が
、
当
該
字
の
声
調
と
認
識
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は

一
立
回
日
即

O 

と
捉
え
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
こ
の
現
象

も
、
字
音
直
読
に
比
し
て
漢
文
訓
読
に
お
い
て
進
ん
で
い
た
、
と
考
え
ら
れ

る
ま
た
、
例

7
8
の
「
神
(
平
}
入
手
濁
)
」
は
、
漢
音
形
・
渓
音
声
調
で
あ

日
。
呉
音
声
調
は
、
「
神
」
去
声
(
濁
)
、
「
人
」
去
声
で
あ
る
(
例
目
白

は
、
呉
音
声
調
を
示
す
声
点
加
点
例
)
。

例
9
「
感
」
は
、
日
本
漢
音
平
声
、
呉
音
去
声
で
あ
り
、
こ
れ
も
、
註
文

は
漢
音
声
調
、
本
文
字
音
直
読
で
は
呉
音
声
調
が
採
ら
れ
て
い
る
。

例
お
「
余
」
は
、
経
文
の
加
点
例
を
持
た
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
註
文
に

お
け
る
平
声
も
、
漢
音
声
調
に
一
致
す
る
。

な
お
、
例
叩
「
特
」
は
、
渓
音
上
声
・
去
声
、
呉
音
平
戸
の
漢
字
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
対
応
例
で
は
、
註
文
声
点
が
呉
音
声
調
に
、
経
文

声
点
が
漢
音
声
調
に
一
致
し
て
い
る
。
経
文
の
「
椀
蒋
」
「
宛
特
」
は
、
呉

エ
ン
テ
ン

音
読
中
心
の
最
明
寺
本
『
往
生
要
集
」
平
安
後
期
点
に
「
宛
蒋
」
(
上
部



エ
シ
テ
ン

ウ
)
、
浮
福
寺
本
仮
名
書
き
「
往
生
要
集
」
銭
念
期
点
に
も
、
「
焼
符
」
(
中

エ
シ
子
シ

お
ウ
)
「
宛
持
」
(
中
5
ウ・

7
ウ

-
U
オ

-nォ
・
訂
オ
・
泣
ウ
・
臼
ウ
)

と
あ
り
、
平
安
・
銭
倉
時
代
の
仏
教
語
と
し
て
、
漢
音
形
が
用
い
ら
れ
て
い

た
ら
し
い
。
本
稿
の
対
象
と
す
る
親
刷
局
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
字
音
直

読
例
が
、
「
妓
(
上
)
持
宜
ヨ
」
「
宛
(
上
)
持
耳
ヨ
」
と
、
漢
音
に
は
ま
一
ね
な
連
濁

形
で
あ
る
の
も
、
渓
誌
と
し
て
常
用
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

例
u
i
M
で
は
、
註
文
訓
読
が
入
声
の
「
急
緩
」
を
区
別
せ
ず
、
下
段
の

本
文
直
読
で
は
そ
れ
を
区
別
し
て
い
る
。

C
.
対
象
文
献
全
体
の
調
査

こ
こ
で
、
右
表
の
比
較
か
ら
導
か
れ
た
両
者
の
相
違
点
を
、
対
象
資
料
全

体
で
確
認
し
た
い
。

①
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化

『
朗
日
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
」
経
文
字
立
日
直
読
の
声
点
と
、
註
文
訓
読
訓
点

の
声
点
に
お
け
る
、
一
音
節
字
へ
の
去
声
点
・
上
声
点
加
点
数
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
な
お
、
調
査
は
、
@
は
句
頭
、
@
は
語
頭
に
お
け
る
呉
音
声
調

に
限
定
し
た
。

@
『
閉
山
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
音
読
l
m
w
%
以
上
が
去
声
点
加
点
例
で
あ

る。⑤
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
」
訓
読
|
去
声
点
2
例
、
上
声
点
2
例。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

去
声
点
加
点
例
一
銭
(
去
)
(
観
裏
二
五
)
、
廻
(
去
)
シ
テ
(
観
裏
二
六
)

上
声
点
加
点
例
一
修
(
上
)
シ
(
観
裏
二
九
)
、
鑑
(
上
)
協
(
上
濁
)
(
観
註
五
七
)

註
文
の
声
点
加
点
例
が
少
数
で
あ
る
た
め
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
先
の

同
一
字
に
お
け
る
比
較
か
ら
知
ら
れ
た
と
お
り
、

一
音
節
去
声
字
上
声
化
に

お
け
る
両
者
の
実
態
は
異
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

②
ニ
音
節
去
声
字
の
上
声
化

句
頭
・
語
頭
に
お
け
る
「
二
音
節
去
声
字
の
上
戸
化
」
は
、
先
行
研
究

で
、
呉
音
声
調
上
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
漢
音
声
調
と
判
断
さ
れ
る

例
は
対
象
外
と
す
る
。
す
る
と
、
二
音
節
字
へ
の
去
声
点
・
上
声
点
加
点
例

は
、
次
の
数
と
な
る
。

@
「
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
音
読
|
去
声
点
ぬ
例
、
上
声
点
l
例。

⑥
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
」
訓
読
|
去
声
点
目
ω
例
、
上
声
点
4
例。

全
体
数
が
少
な
い
上
に
、
問
題
と
す
る
上
声
点
が
少
数
で
あ
る
た
め
、
両

者
の
差
は
小
さ
い
。

し
か
し
、
@
経
文
へ
の
上
声
点
加
点
例
一
例
「
刺

2
叶
烏
(
上
)
樹
林
(
観

加
こ
は
、
漢
音
声
調
と
も
一
致
す
る
。
直
読
に
お
け
る
呉
音
勾
頭
二
音
節

上
声
字
は
、
対
象
資
科
中
に
存
在
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
漢
音
声
調
の
使
用

@
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
文
音
読
声
点
の
全
体
(
全
二
九
一
一

例
)
を
通
じ
て
、
呉
音
声
調
と
一
致
せ
ず
、
漢
音
声
調
を
示
す
と
判
定
さ
れ



鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
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た
も
の
は
、
傍
線
を
引
い
た
、
左
の
四
字
五
例
の
み
で
あ
る
。

右
(
平
)
旋
(
去
}
矧
2
嗣
宜
割
(
観
加
)
腕
(
上
)
輔
1
割
葉
間
(
去
)
(
観
凶
)

侍
(
平
濁
)
立
剖
ヨ
剖
耳
(
観
問
)

「
宛
縛
・
腕
特
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
触
れ
た
。
「
左
」
「
右
」
に
、
他
例

で
は
呉
音
声
調
を
標
示
し
、
「
左
右
」
の
語
で
の
み
漢
音
声
調
を
標
示
す
る

の
も
、
漢
音
読
語
の
混
入
例
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
@
註
文
訓
読
で
は
、
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
漢
音
形
・
漢
音
声

調
を
示
す
声
点
加
点
例
が
、
全
体
数
に
比
し
て
多
く
存
し
た
。

④
入
声
に
お
け
る
急
・
緩
の
区
別

@
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
文
声
点
に
お
い
て
、
親
鷲
は
、
入
声
に

急
と
緩
と
を
区
別
し
て
い
る
。

」
の
区
別
は
、
@
註
文
訓
読
部
分
に
は
見
ら
れ
な
い
。

2
・
親
鴛
晩
年
期
に
お
け
る
字
音
声
調
に
見
ら
れ
る
位
相
差

A
.
比
較
方
法

親
鷲
晩
年
の
資
料
と
し
て
選
定
し
た
、
字
音
直
読
の
①
専
修
寺
蔵
『
四
十

八
誓
願
」
、
漢
文
訓
読
で
あ
る
③
『
浄
土
論
註
』
朱
声
点
と
@
坂
東
本
『
教

行
信
証
」
大
墨
声
点
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
①
「
唯
信
抄
(
西
本
願
寺

本
)
」
と
②
『
尊
号
真
像
銘
文
(
建
長
本
)
』
を
、
右
の
青
年
期
加
点
資
料
と

同
様
に
比
較
す
る
。

①
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
は
、
『
無
量
室
町
経
』
か
ら
四
十
八
願
を
抜

き
出
し
た
文
章
量
の
少
な
い
文
献
で
、
全
三
五
二
例
の
声
点
加
点
数
で
あ

る
。
前
接
字
声
調
の
影
響
を
除
外
す
る
た
め
、
句
頭
字
へ
の
加
点
例
に
限
定

す
る
と
、
さ
ら
に
対
象
の
声
点
は
減
少
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
『
四
十
八

誓
願
』
句
頭
字
声
点
加
点
例
と
同
一
の
漢
字
に
、
@
『
浄
土
論
註
』
朱
声

点
・
@
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
大
墨
声
点
、
お
よ
び
、
①
『
唯
信
抄
(
西
本

願
寺
本
)
」
・
@
『
尊
号
真
像
銘
文
(
建
長
本
)
』
で
芦
点
が
加
点
さ
れ
た
例

を
求
め
、
比
較
す
る
。

①
「
四
十
八
誓
願
』
の
匂
頭
の
判
断
は
、
朱
句
切
り
点
に
依
る
。
た
だ

し
、
『
四
十
八
誓
願
』
は
、
句
切
り
点
無
加
点
の
部
分
が
有
り
、
『
影
印
高
田

古
典
[
第
一
巻
]
真
仰
上
人
集
』
複
製
本
が
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る
た
め
、
朱
点

有
無
の
判
断
困
難
な
場
合
も
存
す
る
。
そ
の
場
合
、
『
四
十
八
菩
願
』
の
声

点
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
声
点
加
点
が
な
さ
れ
て
い
る
西
本
願
寺
蔵
『
無
量
毒

{
却
}

経
」
正
平
六
年
写
本
の
句
切
り
点
を
参
照
す
る
。

B
.
比
較
結
果

右
の
比
較
方
法
を
採
る
た
め
、
字
音
直
読
資
料
①
『
四
十
人
誓
願
』
の
例

が
最
上
段
と
な
る
次
表
と
し
て
対
比
す
る
。
な
お
、
『
四
十
八
菩
願
」
で

は
、
句
頭
字
声
点
加
点
例
に
限
定
し
た
た
め
、
挙
例
の
声
点
表
示
は
当
該
字

の
み
に
と
ど
め
た
。



@
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』

句
頭
字
朱
声
点
加
点
例

1
諸
芸
)
深
怨
持
者
(
十
一
ウ
4
)

2
元
(
去
)
能
穏
量
(
九
オ
l
)

3
知
(
去
)
其
数
者
(
四
ウ

2
)

4
翁
(
去
)
衆
生
放
(
六
ウ
5
)

5
修
(
去
)
諸
功
徳
(
五
ウ

4
)
、
修
(
去
)
菩

薩
行
(
七
オ
2
)
、
情
(
去
)
短
自
在
(
四

ウ

5
)

6
猶
(
去
)
如
明
鏡
(
十
四
オ
2
)

7
其
(
去
さ
諸
衆
生
(
九
オ
1
)
、
其
(
去
さ

道
場
樹
(
九
オ
5
)
、
其
(
去
さ
有
女
人

(
十
二
オ
2
)

8
菩
(
去
さ
薩
問
者
(
十
ウ
5
)

9
於
(
去
)
諸
働
法
(
十
七
オ
1
)

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

@
『
浄
土
論
註
」
朱
声
点
・
①
『
唯
信
抄
(
西
本
願
寺
本
)
』
・

@
『
教
行
信
証
」
大
墨
声
点
加
点
例
②
『
尊
号
真
像
銘
文
(
建
長
本
)
」
戸
点
加
点
例

剤
剖
引
引
引
馴
寸
剖
引
引
引
~
三
副
引
則
剖
刈
削
引
叶
副
引
制
引
阿
川
創
刊
入
濁
)
行
(
平
濁
}
(
尊
旬
、
山
町

一
(
去
)
知
(
上
濁
)
封
(
平
)
部

(3障
は
一
時
上
)
駅

(5郡
(
平
濁
)
世
(
上
)
(
尊
似
)

羽
』
知

A

上
)
(
下
山
)
、
到
ヨ
我
(
平
濁
)
一
冊
目
骨
(
上
濁
)
(
唯
旬
、
除
は
窓
(
上
)
(
唯
旬
、
匹
目
骨
(
上
章
一
郎
(
入
濁
)
(
尊

(
三
川
)
、
羽
』
叶
我
(
平
)
(
三
川
)
、
元
(
上
)
一
山
)
、
陪
は
一
五
(
平
渇
)
出
(
入
総
(
去
)
(
尊
旬
、
医

NJH一
ゥ
(
平
濁
)
卦
(
上
君
臨
(
上

(
五
引
制
似
)
一
濁
}
(
尊
似
て
除
は
ミ
町
(
上
)
チ
間
(
去
濁
)
配
(
平
}
(
尊
似
)
等
、
(
上
)
十
一
例
。
(

〈
元
主
婦
司
(
下
山
)
、
慮
(
上
}
割
当
一
知
(
上
)
蕗
(
入
)
(
唯
制
)
、
〈
部
(
去
)
知
(
上
濁
)
戸
時
(
平
)
部
(
平
濁
)
龍
(
上
)
開
(
上
)
服
(
平

(
三
制
)
〉
濁
)
都
(
平
濁
)
世
(
上
)
(
尊
似
)
〉

(

ナ

シ

)

附

μ出
向
(
入
)
彰
(
去
)
会
(
上
)
岱
(
上
)
都
(
平
)
砂
念
例
之
(
上
)
J
チ
即
山
富
山
)

〈
陸
(
入
程
院
は
静
(
去
)
(
六
末
別
別
)
〉
腕
日
セ
シ
メ
(
唯
附
)
、
阪
日
(
尊
削
旬
、
院
は
シ
テ
(
尊
削
)
寸
慨
は

シ
(
尊
旬
、
阪
一
川
一
軒
ノ
(
上
)
骨
(
上
)
(
尊
川
)

ヵ
7
3
4今
、

i

-

L

3

3

〈嘉

2
噛
げ
に
六
本
配
)
〉

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

ltlz i;，i 1，.，よ:

停 τ
入 i晋

JZ E品
川(

吋土f 上

主院
願33

ヱ

事業3
力iE
丈 3

-;;;;-尊
骨 77.3
11.4 '~ 

働
日
同
町
耐
(
上
濁
)
(
唯
肌
)
、
〈
定
(
去
)
影
(
上
濁
)
冊
目
同
臨
(
入
)
(
尊
別
)
〉

〈
賄
(
平
)
時
(
入
)
和
(
上
)
酔
(
平
)
(
尊
削
)
、
静
(
上
)
働
(
上
濁
)
附
同
中
山
(
平
濁
)
お
(
入
濁
)



鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

m除
(
去
濁
)
其
本
願
(
六
ウ

5
)

日
窮
(
去
濁
)
微
極
妙
(
入
ウ

5
)

ロ
五
(
平
濁
)
鐙
投
地
(
十
二
ウ
5
)

日
高
(
去
)
四
百
万
里
者
(
九
ウ
1
)

日
比
続
(
平
濁
)
其
名
数
者
(
九
オ
2
)

日
宮
(
去
)
殿
棲
観
(
十
ウ

2
)

凶
使
(
平
)
立
元
上
(
七
オ

4
)

げ
形
(
去
さ
色
不
同
(
一
ウ
3
)

叩
山
間
(
去
)
我
名
字
(
十
六
ウ

2
)
、
開
(
去
)

我
名
字
(
十
六
ウ

5
)

m
m
懸
(
去
)
法
妙
服
(
十
三
オ

5
)
、
鷹
山
(
去
)

時
如
願
(
十
四
オ
l
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

到
2
割
和
(
去
)
(
六
末
川
)

副
司
品
町
(
平
軽
)
(
下
川
)
、
副
弔
問
士
{
平
)

俸
(
六
末
川
町
)

続
(
去
)
(
六
末
町
)

割
到
叶
殿
(
六
本

ω)、
〈
王
(
去
)
割
司
司

(
六
末
川
)
、
街
(
去
)
部
(
平
軽
)
(
一
一
一
削
)
〉

〈
結
(
入
}
倒
2
司
(
下
日
)
〉

形
(
平
)
(
六
末
仰
刷
)
、
形
(
平
)
(
六
末
似
)

四

lp(  
玉三完ム存ュ尊
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長 l士 Z きご
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75.3有ゥ 1ょに
m唯尊
~ 81.3 10.4 
尊て 10.4
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上

I~i 渇

極3
入
濁

尊
21.2 

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

エ

ウ

ホ

フ

〈
故
(
平
)
昨
日
…
如
(
上
)
来
(
上
)
選
(
去
)
要
(
平
)
法
(
入
)
(
唯
似
て
潟
{
上
}
蒋
(
入
}
転

(
去
)
会
(
上
)
骨
(
上
)
都
(
平
)
ル
念
偽
之
(
上
)
イ
附
(
尊
引
)
〉

慨
は
ほ
一
関
(
平
濁
)
(
唯
別
)

間
(
去
)
(
一
一
一
山
)
、
岡
ヨ
見
(
平
)
セ
リ
(
五
一
昨
日
(
尊
山
)
、
慨
は

J

何
(
上
)
釘
(
王
寺
平
濁
)
部
{
平
)
畝
(
平
)
知
(
去
)
(
唯

旬
、
岡
ョ
見
(
平
)
ス
ル
(
五
山
)
、
岡
詞
一
旬
、
間
一
同
、
科
(
上
)
…
術
(
入
)
街
{
平
)
封
(
去
さ
富
山
)

司
見
(
平
)
(
五
川
町
)
、
闘
靖
司
見
(
平
)
ス
(
五

引
)

感
(
去
)
(
下
臼
)
、
感
(
平
)
シ
(
上
川
削
下

削
)
、
感
(
平
)
(
四
則
六
末
川
)
、
感
(
平
)
ス

(
六
末
川
)

vhソ

L

J

ヤ

ウ

シ

Z

フ
チ

昨
同
一
新
(
上
)
元
(
上
)
目
室
主
義
(
平
濁
)
偽
(
入
濁
)
(
唯
似
て
五
(
平
き
濁
(
入
さ
忍

(
入
)
時
(
上
濁
)
都
(
去
濁

)-Uウ
(
上
渇
)
制
(
上
)
尉
(
去
)
伝
(
平
}
知
(
去
)
知
(
上
)
船
(
上
)
髭
(
入
ま
}

一
品
(
上
濁
)
(
尊
似
)



加
常
{
去
さ
修
党
行
(
十
二
ウ

2
)

幻
欲
(
入
緯
)
生
我
図
(
五
ウ

2
・
五
ウ

5
)

辺
愛
(
入
急
)
菩
提
心
(
五
ウ
4
・
十
二
オ
3
)

お
一
(
入
会
生
補
庭
(
六
ウ

4
)

目
若
(
入
緯
)
受
読
経
法
(
九
ウ

2
)
、
若
(
入

き
不
爾
者
(
四
ウ

5
・
十
オ

4
)
、
若

(
入
金
)
起
想
念
(
三
ウ
l
)
、
若
(
入
会
可

限
量
者
(
十
オ
l
)

お
積
(
入
綾
)
累
徳
本
(
七
オ
l
)

お
那
(
上
)
羅
延
身
者
(
人
ウ

3
)

幻
諸
(
上
)
所
欲
求
(
人
オ

3
)

お
害
時
(
平
濁
)
終
之
後
(
一
オ

4
)
、
議
(
平
濁
)

終
之
後
(
十
五
オ
3
)

却
巌
(
去
濁
)
滞
光
麗
(
八
ウ

4
)
、
厳
(
去
濁
)

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

常
(
平
)
(
六
末
似
似
川
)
、
五
制
司
斗
(
六

末
川
)
、
制
ヨ
子
(
六
末
即
)
、
制
司
叶

然
(
平
濁
)
タ
リ
(
六
末
川
)
、
制
司
叶
従
子

(
六
末
川
町
)

制
刃
吋
党
(
三
削
)

〈
開
(
去
)
到
刃
笥
(
一
一
一
市
)
〉

一
(
入
)
(
教
六
本
別
)
、
〈
玄
(
平
)
担
(
平
軽
)

沖
(
去
)
斗
対
笥
(
六
末
川
)
〉

(
ナ
シ
)

育U51三雪
Jg 有不(習
^ 平るシ

トー ) 羽H71 ，-.... 

? ::t明主
づ l巴3否認.j
88.2 ，~， 169.8 

コ 〉

智
平

(
ナ
シ
)

セ

ウ

コ

:

‘

ー

‘

，

〈
掻
(
入
)
取
(
平
)
心
(
去
)
光
(
上
)
司
常
(
去
週
間
…
(
上
)
護
(
平
濁
)
(
尊
刷
)
、
A

岳
民
主
配
(
平
)

p
v
，

ン

ム

シ

ヤ

ウ

L

‘

瞭
(
去
)
柏
町
(
上
濁
)
乞
(
上
)
雲
(
平
}
霧
(
平
)
常
(
去
濁
)
覆
(
入
)
覧
(
去
)
罫
(
入
濁
}
佐
(
乏
し
心
(
去

ぎ
た
(
上
)
(
尊
川
町
)
、
記
(
去
翌
日
町
(
上
渇
)
(
唯
川
)
〉

防
川
一
再
(
去
)
和
(
平
濁
)
町
(
入
)
(
尊
旬
、
防
同
一
都
(
平
)
封
(
去
濁
)
(
尊
山
)
、
防

は
酎
(
去
濁
)
舵
(
去
濁
)
郎
(
上
)
(
尊
削
)

階
以
一
ス
ル
(
唯
旬
、
際
川
ス
レ
(
尊
附
)

同
は
一
一
必
(
去
}
(
尊
仰
)
、
片
は
一
郎
(
平
)
駅
(
去
}
院
(
上
濁
)
(
尊
則
)

-
M
V
，

ヰ

チ

ン

ム

ェ

rv

ヲ

〆

r

，

F
K一
少
(
平
)
ベ
(
入
)
心
{
去
)
(
唯
旬
、
陣
は
一
不
(
上
)
色
(
上
)
都
(
平
濁
}
(
尊
M
M
)

(
ナ
シ
)

〈
緋
(
入
)
和
(
上
)
(
唯
削
)
〉

調
1
叶
偽
(
入
濁
)
(
唯
別
)
、
〈
町
一
(
去
)
跡
(
平
)
院
は
艇
(
入
濁
)
行
(
平
濁
)
(
尊
削
)
〉

〈
院
三
時
上
)
忌
(
上
)
封
(
平
)
障
は
僻
(
入
濁
)
(
唯
削
)
、
対
(
平
濁
)
舟
(
上
)

畠
ゥ
(
平
)
惇
崎
一
同
町
(
上
)
言
(
上
濁
)
(
尊
幻
)
〉

〈
俳
(
上
)
桝
(
平
成
(
去
濁
)
前
(
平
濁
)
(
唯
別
)
、
出
(
平
)
棋
王
駅
(
上
濁
)
防
(
平
)

五



鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

飾
奇
妙
(
十
ウ

4
)

羽
生
(
去
}
尊
貴
家
(
十
五
オ
3
)

出
身
(
去
)
心
柔
軟
(
十
一
オ
5
)

泣
来
(
去
)
生
我
図
(
六
ウ

4
)

沼
稲
(
去
)
我
名
者
(
五
オ

5
)

担
超
(
去
)
過
百
千
億
那
由
他
(
一
一
一
オ

3
)
、
超
(
去
)
諸
人
天
(
十
ウ

4
)

お
第
(
平
濁
)
一
一
一
法
忍
(
十
六
ウ
5
)

お
開
(
去
)
化
恒
沙
(
七
オ
3
)

幻
臨
(
去
)
芸
評
終
時
(
五
ウ

5
)

お
貧
(
去
)
計
身
者
(
三
ウ
2
)

お
仮
(
平
}
令
不
奥
(
六
オ
1
)

却
誹
(
平
)
誘
正
法
(
五
ウ
3
)

4
復
(
平
濁
)
更
三
悪
道
者
(
一
オ

5
)

必
池
主
流
華
樹
(
十
ウ
2
)

刊
日
遊
(
去
)
諸
悌
図
(
七
オ
2
)

川
甘
観
(
平
)
其
面
像
(
十
オ
4
)
、
観
(
平
)
其

超 14.4稀刺身 lお.4生
夫、 去 対*.主主 去

括稀てど益三吾、ぞ
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主支 93.1手 lお6':::' 

一)ー 7.555.4 シー( ー
"2 43.3四十 30.2
上 6.5 六 30.3
106.6ニ)例 30.3
)山。 ω.6
… -

46.4 44.1 
五 54.4
7.7 54.5 

z品型電
)て示基

間三需i
Jま3
""b 104.6会
汁ー 、J ノ、

玉、本

ゴ闘鎚.1
ニ二 封¥/

3.3ぜ
入
軽

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

ーム
ノ、

腕
ン
(
平
濁
)
依
(
平
濁
)
郁
(
平
)
シ
向
(
去
)
(
尊
似
)
〉

出
口
同
生
(
上
濁
)
(
唯
仰
)
、
出
ョ
死
(
平
濁
)
(
尊
旬
、
尚
一
は
わ
(
平
濁
}
対
(
平

濁)制(平
)b(上
)
対
舵
(
平
)
船
(
入
濁
)
世
{
上
}
(
尊
仰
)
等
、
(
去
)
十
例
。

〈
舵
(
平
濁
)
即
日
げ
(
唯
号
、
似
(
平
)
院
は
(
尊
似
)
〉

防
同
一
郎
(
平
)
(
唯
別
尊
削
)

昨
日
一
ス
ル
(
唯
一
川
)
、
同
一
円
念
(
平
)
(
唯
一
郎
山
一
)
、
制
ヨ
念
(
平
)
ス
(
唯

削
)
・
慨
は
が
山
(
平
)
(
尊
回
)
等
、
(
去
)
十
一
例
。

部
(
去
)
(
尊
印
刷
山
川
)

zlT 
十
七

幻.5

1 
十

唯
30.3 

船
(
去
)
縦
(
上
濁
)
(
唯
川
川
尊
臼
削
)

|

!

l

J

i

 

記
(
去
)
釘
(
平
)
膨
(
去
)
臨
(
上
濁
}
(
尊
削
削
町
)

〈
酔
(
上
)
昨
日
(
唯
似
日
制
)
、
日
間
(
平
)
酔
{
平
)
昏
(
主
昨
日
(
唯
削
)
〉

z

f

a

r

ヨ

コ

ク

P

V

タ

'
E

ウ

-
v
r
A
7
k

〈
唯
(
去
)
除
(
上
き
五
(
平
濁
)
匙
(
入
濁
)
陣
何
一
誇
(
平

)E(干
)
佐
(
入
茂
)
(
尊
則
)
〉

〈
駅
(
去
)
除
凶
円
前
(
去
)
(
唯
川
町
)
〉

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)



面
像
(
十
四
オ
2
)

必
設
{
平
)
弘
誓
鎧
(
七
オ
l
)

M
W

厭
(
干
}
悪
女
身
(
十
二
オ
3
)

幻
係
{
平
)
念
我
図
(
六
オ
3
)

川
叩
稽
(
乎
)
首
作
程
(
十
三
オ

1
)

。
訊
(
平
)
認
持
説
(
九
ウ
3
)

日
承
{
去
さ
傍
神
力
(
七
ウ
3
)

日
莫
(
入
『
』
)
不
致
敬
(
十
一
一
一
オ
2
)

臼
十
(
入
念
濁
)
方
衆
生
(
五
ウ
l
)

日
間
明
文
ぎ
其
身
者
(
十
一
オ
4
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

違
点
を
指
摘
で
き
る
。

こ
の
比
較
に
よ
っ
て
も
、
親
驚
青
年
期
加
点
資
料
と
同
じ
く
、
以
下
の
相

第
一
に
、
字
音
直
読
の
①
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
で
去
声
点
が
加
点

さ
れ
、
他
文
献
で
は
上
声
点
が
加
点
さ
れ
る
一
音
節
字
が
あ
討
(
例

1
1

1
)
。
こ
れ
ら
は
、
字
音
直
読
資
料
で
は
か
つ
て
の
去
声
が
保
た
れ
、
漢
文

訓
読
資
料
・
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
は
上
声
に
移
行
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
一
位
。
対
応
例
の
無
い
、
必
「
池
(
去
)
」
必
「
遊
(
去
に

も
、
字
立
日
直
読
資
料
に
お
い
て
、
去
声
が
保
持
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

第

g 
i英
文
司11

~Jt 

資
料

g 
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

(
ナ
シ
)

読
声
調
が
見
ら
れ
る
(
例
5
僻(平)、

u
l
m高
(
平
軽
)
・
時
間
(
去
)
・
部
(
平
軽
)
・

使
(
上
)
・
形
(
平
)
・
開
(
平
濁
)
・
感
(
平
}
・
常
(
平
)
)
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
漢
音
読
が
存
す
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
指
摘
さ

A

口
v

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
ば
か
り
で
な
く
、
例
目
で

は
、
呉
音
平
戸
・
漢
音
上
声
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
使
」
に
、
『
浄
土

論
註
』
と
「
唯
信
抄
』
・
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
、
漢
音
声
調
と
一
致
す
る
上

声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

mm
「
懸
」
の
平
戸
も
、
該
字
の
漢
音
声
調
で
あ

る
第
三
に
、
字
音
直
読
資
料
『
四
十
八
誓
願
」
は
入
声
の
急
・
緩
を
区
別

七



鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

し
、
そ
の
他
の
資
料
で
は
そ
れ
を
区
別
し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
右
の
表
に
は
、
青
年
期
資
料
で
指
摘
し
た
「
二
音
節
去
声
字
の
上

声
化
」
例
は
、
表
わ
れ
て
い
な
い
。
次
に
、
対
象
文
献
全
体
を
調
査
し
、

「
二
音
節
去
声
字
」
に
つ
い
て
も
見
る
こ
と
と
す
る
。

c・
対
象
文
献
全
体
の
調
査

①
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化

①
字
音
直
読
資
料
『
四
十
八
誓
願
』
に
お
け
る
呉
音
一
音
節
去
声
字
は
、

(
お
)

叩
%
が
去
声
点
加
点
例
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
漢
文
訓
読
の
『
浄
土
論
註
』
朱
声
点
・
坂
東
本
『
教
行
信

証
』
大
墨
声
点
お
よ
び
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
『
唯
信
抄
(
西
本
願
寺

本
)
」
・
『
尊
号
真
像
銘
文
(
建
長
本
)
」
に
お
け
る
、
語
頭
の
一
音
節
去
声
字

へ
の
芦
点
加
点
例
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

③
『
治
土
論
註
」
朱
声
点
|
半
会
戸
点
0
・
上
声
点
ロ
。

去
声
点
加
点
例
一
(
ナ
シ
)

上
声
点
加
点
例
一
到
司
知
(
下
山
)
、
剰
耳
作
(
下
制
)
、
制
司
(
下
旬
、

剰

2
叶
非
(
下
則
)
、
調
耳
有
(
上
削
)
、
到
宜
叶
韻
(
下
別
)
、
副
司
才
(
下

町
)
、
殊
(
上
)
(
下
別
刷
)
、
陸
日
…
子
(
上
町
)
、
除
口
一
慮
(
上
似
て
貌
(
上

濁
)
(
下
引
)

@
坂
東
本
『
教
行
信
証
」
大
墨
声
点
|
去
声
点
3
・
上
声
点
位
。

}¥ 

去
声
点
加
点
例
一
剖
司
司
祇
(
六
末
似
て
割
到
到
風
(
六
末
日
)
、
樹
到
叶
観

(
六
本
侃
)

上
戸
点
加
点
例
一
剖
宜
叶
道
(
六
末
川
)
、
剖
1
叶
遷
ス
(
六
末
肌
)
、
到
2
4伐

者
会
耐
削
)
、
元
(
上
)
(
五
制
抑
制
)
、
制
司
無
(
三
…
仙
)
、
制
ヨ
有
(
一
一
一

川
削
山
山
川
…
山
)
、
制
耳
元
(
三
山
川
川
町
削
削
)
、
非
(
上
)
(
四
旬
、
調

耳
智
(
三
川
)
、
到
耳
孝
(
六
末
仰
)
、
到
司
理
(
二
川
)
、
虚
(
上
)
(
六
本

初
)
、
思
(
上
)
(
三
川
町
)
、
慈
(
上
濁
)
(
二
似
て
蛇
(
上
濁
)
(
六
末
町
)
、
邪
(
上
濁
)

(
六
末
削
)
、
微
(
上
)
(
二
川
三
川
)
、
食
(
上
)
(
二
似
て
遼
(
上
〉
ン
(
六
末

似
て
回
(
上
)
シ
テ
(
一
一
一
則
)
、
副

2
当
悔
(
六
本
目
)
、
到
耳
司
気
(
六
末

川
)
、
岡
2
J阜
(
一
一
似
て
劃

1
当
蘇
仙
人
(
三
川
)
、
劇

1
叶知也(一一一

;

l

l

 

制
)
、
慨
は
…
泊
(
六
末
幻
)
、
制
2
J伺
最
勝
(
三
臼
)
、
副
耳
叶
猶
(
六
本

則
)
、
聞
耳
司
娼
鬼
(
六
末
仰
)

①
『
唯
信
抄
(
西
本
願
寺
本
)
」

l
去
声
点
3
・
上
声
点
印
。

去
声
点
加
点
例
一
昨
一
は
い
ち
上
濁
)
(
川
)
、
伽
(
去
)
(
旬
、
階
ほ
一
銭
(
上
)
伽

(
去
)
僻
(
入
濁
)
(
則
)

キ
V
ヲ

，

今

上
戸
点
加
点
例
一
同
日
一
一
行
(
平
濁
)
道
(
平
濁
)
(
別
)
、
協
同
行
(
平
沼
)
道
(
平
沼
)

(
引
い
)
、
働
日
戸
勺
平
濁
)
(
似
て
刻

2
叶
行
(
山
川
)
、
降
口
日
向
(
平
)
シ
テ

E

ウ

E

(
仰
)
、
悟
口
~
向
(
平
)
シ
テ
(
似
て
回
日
…
向
(
干
)
(
削
)
、
後
(
上
}
(
山
山
)
、

出
目
前
(
入
)
(
旬
、
除
口
同
紡
(
上
)
(
附
)
、
除
日
げ
勤
{
上
}
(
似
)
、

b
…υ一

勧
(
平
)
(
仰
山
山
川
町
、
階
川
一
時
上
)
(
町
)
、
陪
川
一
成
(
平
)
(
旬
、
陪
H
信



F

$

ム

F

A

上
)
(
肘
)
、
除
口
川
一
転
(
上
}
(
臼
)
、
防
口
げ
念
(
平
)
セ
ム
(
則
)
、
冊
目
川
一
方

ムョ，

z

{
上
}
(
財
)
、
阪
一
日
前
(
上
濁
)
(
削
)
、
防
一
は
い
セ
シ
メ
(
削
)
、
剖
ベ
』
叶
悌
(
入
濁
)

〈
別
)
、
陀
同
信
ゥ
(
上
)
(
口
)
、
陀
川
一
部
(
入
)
(
削
)
、
陀
は
約
(
上
)
彰
(
去
最

Z

E

ミ

タ

，

F

A

平
沼
二
加
)
、
岳
(
上
濁
)
(
上
}
(
仰
)
、
ほ
口
…
母
(
平
)
蒲
(
上
)
陀
(
上
濁
)
鉱
工
濁
)

〈
旬
、
陛
同
信
(
土
き
か
(
上
)
宅
入
濁
)
(
制
)
、
除
H
一
似
(
平
)
舵
(
去
濁
)
一
前
(
平

，

v
，

，

ケ

ン

ヒ

ン

ク

V

7

君
)
(
別
)
、
伊
口
一
字
(
平
}
(
引
)
、
何
日
一
筒
(
上
}
貧
(
去
さ
窮
{
上
濁
}
社
(
去
)
宮

金

v

v

b

'

p

e

'

R

平
)
克
(
上
)
(
幻
)
、
何
日
一
段
(
上
)
下
(
平
濁
}
智
(
平
)
奥
(
平
)
高
玉
木
(
平
)
(
町
)
、

シ
ヤ
ウ

刑
宣
叶
筒
(
上
)
多
(
上
}
問
(
上
)
持
(
上
濁
}
浄
(
平
還
期
(
平
V

(

別
)
、
刑
宣
叶
筒
{
上
)
酔

A

平
)
樹
(
平
)
鼎
(
平
濁
}
舵
(
去
)
取
(
上
濁
)
(
別
)
、
肝
口
一
部
(
平
)
(
似
て
肝
比
一
彫
(
上
)

髭
(
入
濁
)
(
似
て
冊
目
釘
(
平
濁
)
(
似
て
冊
目
印
(
入
)
m
h
(
平
濁
}
琉
(
平
濁
)

(
仰
)
、
冊
目
…
b
(上
)
弘
前
(
上
濁
)
カ
(
削
)
、
肝
日
…
郎
(
上
)
砂
(
平
)
樹
(
平
)
閉
山
(
平
濁
)

舵
(
去
)
取
(
上
濁
)
(
仰
)
、
和
(
上
)
館
{
平
)
(
山
山
町
)
、
卦
(
上
週
間
断
(
上
濁
)
(
削
)
、

;

I

l

l

-

-

除
目
別
(
平
)
(
旬
、
酌
(
上
)
(
削
…
川
)
、
時
日
都
(
平
)
(
旬
、
院
は
口
口
一
荊

凡

嶋

、

v

F

字
)
(
お
)
、
除
口
一
窮
(
上
濁
)
(
制
)
、
回
目
…
塗
(
上
)
(
川
)
、
除
日
…
閤
(
平
)

キ
ヤ
ウ

(
肌
)
、
鈴
(
上
)
(
抑
制
)
、
除
山
山
行
(
平
濁
)
(
似
て
除
口
一
行
(
別
)
、
除
日
山

僻
(
入
濁
)
(
削
)
、
島
(
上
)
似
(
平
)
(
削
)

{

|

:

 

③
『
尊
号
真
像
銘
文
(
建
長
本
)
」
|
去
声
点
4
・
上
声
点
加
。

去
芦
点
加
点
例
一
昨
山
旧
同
町
(
入
)
(
別
)
、
昨
同
一
加
(
入

)(ω
山
別
)

フ

タ

ヰ

ヤ

上
芦
点
加
点
例
一
其
(
上
濁
}
図
(
入
)
不
(
上
)
逆
タ
(
入
濁
)
宇
宙
(
上
)
h
V
(

平
濁
)
然
{
去
)
む

ヲ

チ

ホ

ン

々

'

J

J

K

T

(
上
)
昨
(
平
)
牽
(
去
)
(
仰
)
、
除
口
問
僻
(
入
濁
)
本
(
平
)
願
(
平
濁
)
ガ
(
入
)
(
川
)
、
他

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

(
上
)
が
(
入
)
(
削
)
、
砕
(
上
)
猿
(
上
濁
)
情
(
去
濁
)
難
(
平
)
皐
(
入
濁
)
(
削
)
、
仲
(
上
)
骨

一

ラ

イ

ノ

ク

ド

ィ

l

t

(
上
}
陀
(
上
濁
}
拡
来
(
制
)
、
冊
日
~
鐸
(
入
)
普
(
上
空
提
(
上
濁
)
(
航
)
、
快
日
~

(
川
)
、
動
(
上
)
街
(
平
)
砕
(
上
)
岳
(
上
)
ド
ル
(
上
)
(
川
)
、
身
(
上
)
都
(
平
)
(
日
)
、
動

:

l

;

|

;

ー

は
J
何
(
平
濁
)
(
制
)
、
動
(
上
}
(
制
旬
、
違
(
上
)
(
旬
、
岳
(
上
三
川
町
)
、
伽

(
上
濁
)
恭
(
上
)
争
(
平
)
膨
(
平
濁
)
駅
(
平
)
(
口
)
、
野
(
上
)
ぷ
(
上
)
(
削
)
、
勝
(
上
)
和
(
平
)

|

9

1

ー

ー

都
(
上
)
佑
(
入
軽
)
都
(
別
)
、
勝
(
上
)
(
似
て
岳
山
川
町
山
(
上
)
訴

J

岳
(
仰
)
、
除

M
Y
h

ソ

キ

(
上
濁
)
雲
(
平
)
永
(
平

)

S

帝
(
上
濁
)
(
日
)
、
疑
(
上
濁
)
雲
(
平
)
(
日
)
、
虚
(
上
)
空
(
上
)

|

4

1

4

|

 

品
川
)
、
陪
は
一
骨
(
上
}
(
旬
、
陪
は
お
(
入
軽
)
和
(
去
)
影
(
平
)
山
市
ゥ
(
平
)
舵

(
平
}
骨
(
平
)
(
則
)
、
働
日
同
志
(
上
}
岳
(
上
)
部
(
平
)
都
(
平
)
(
幻
)
、
肺
日
一
一
主
(
平
)

〆
L

(
則
)
、
昨
日
川
節
(
入
}
(
刀
幻
)
、
防
口
一
少
(
上
)
骨
(
上
}
(
制
)
、
依
(
上
)
セ
ム

(
削
)
、
阪
(
上
)
ス
(
附
)
、
腕
(
上
)
シ
テ
(
削
)
、
阪
(
上
)
シ
(
似
て
艇
は
一
民

(上濁

)(um)、
慨
は
~
料
(
上
)
制
(
上
)
(
似
て
監
(
上
)
(
刷
町
)
、
動
(
上
)

(
削
)
、
障
は
桁
(
上
)
(
円
切
口
川
…
)
、
陣
比
一
新
(
上
)
即
(
平
)
船
主
席
(
平
)
時
(
入
)

。‘，

L

ニ
フ

世
(
平
)
(
似
て
如
(
上
)
来
(
上
)
が
(
上
)
入
(
入
)
海
(
上
)
一
(
入
)
恥
(
平
)
(
削
)
、
婆
(
上

ザ

チ

ロ

ン

げ
薮
(
上
)
舵
(
上
}
豆
〔
上
濁
)
菩
(
上
濁
)
薩
(
入
)
論
(
平
)
即
(
入
)
(
別
)
、
世
日
川
薮
(
上
)

ゐマ

y

J

Y

〆
L

、γ
V
ウ

P

勝
(
上
)
豆
(
上
渇
)
(
幻
)
、
除
同
時
(
平
濁
)
(
則
)
、
冊
目
庇
(
平

)E(平
)
監
(
入

濁
)
(
幻
)
、
刑
宣
叶
取
(
平
)
正
(
平
)
覚
(
入
濁
)
(
制
)
、
肝
ほ
~
即
断
(
平
)
(
山
川
)
、
肝

(
上
)
タ
均
(
入
濁
)
世
(
上
)
(
旬
、
貯
は
己
中
(
平
)
昏
(
上
)
静
(
上
濁
)
対
(
上
)
僻
(
入
濁
)

F

，

F

Y

F

F

F

，
一
一
、
‘
』
「
〉
~
、
，
ネ
匹
、
，

(
別
)
、
知
山
一
昨
仙
(
上
)
弘
前
(
上
濁
)
か
(
入
)
(
則
)
、
冊
目
…
配
即
僻
釦
(
入
)
出
拡

(
則
)
、
品
…
(
上
)
骨
(
平
)
払
…
(
上
)
対
(
上
濁
)
(
日
)
、
静
(
上
)
航
(
上
濁
)
和
(
上
)
鵬
(
平
濁
)

1

1

0

1

1

1

1

1

1

1

0

コ

11111111110

九



鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

シ
ヤ
ウ

業
(
入
濁
)
(
川
)
、
駒
山
げ
鞍
(
平
)
生
き
恥
ル
(
平
濁
)
(
…
川
)
、
昨
日
山
舵
(
入
軽
)

(
似
て
都
(
上
)
(
制
)
、
協
同
皆
(
上
濁
)
酔
鼎
(
刷
)
、
昨
日
除
(
上
濁
}
(
川
町
)
、

仇
嶋

悟
口
~
上
(
平
濁
)
部
(
入
)
掠
(
去
)
(
制
)
、
同
日
い
骨
(
上
濁
)
都
(
入
濁
)
(
似
て
匹
口
…

ワ

ウ

ニ

ヨ

お
(
上
)
(
別
)
、
冊
目
一
号
(
平
濁
)
光
(
去
)
如
(
上
)
来
(
上
)
(
似
て
冊
目
一
尋
(
平
濁
)

(
別
)
、
除

HB(平
濁
)
対
(
上
)
(
制
)
、
除
比
五
(
平
濁
)
出
(
入
場
去
)

h

v

v

ゥ

ー

タ

イ

l

A

F

A

ソ

手

rタ

(
旬
、
冊
目
上
(
平
濁
}
苧
(
上
濁
}
提
(
上
濁
)
(
旬
、
冊
目
、
肝
(
上
)
尉
(
去
濁
)

和
(
平
)
(
削
)
、
同
宣
叶
命
(
平
)
ス
レ
ハ
(
日
)
、
臨
(
上
)
命
蓋
十
方
(
円
)
、
臨

!

ー

|

;

ー

は
何
(
平
)
(
別
加
)
、
部
(
上
)
ス
(
仰
)
、
障
は
い
ん
(
入
)
シ
(
削
)
、
除

μγ
栴

(入)彰(去
)
4
U
(

上
)
岱
(
上
)
一
都
(
平
)
ル
念
悌
之
(
上
)
J
チ
開
(
引
)

右
の
通
り
、
訓
読
資
料
お
よ
び
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
は
、
前
代
の
一
音

節
去
声
字
に
、
大
部
分
、
上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
①
「
唯
信
抄
」
・
②
『
尊
号
真
像
銘
文
」
中
の

カ

ウ

サ

イ

「
不
(
上
)
筒
(
上
)
下
(
平
濁
)
智
(
平
)
奥
(
平
)
高
(
去
)
才
(
平
)
」
「
非
主
濁
)
図
(
入
)
不
(
上
)
逆

(
入
豊
島
(
上
)
島
(
平
渇
)
鰐
(
去
)
む
(
上
}
賄
(
平
)
配
(
去
)
」
な
ど
の
音
読
漢
字
連
続
は
、

こ
の
両
文
献
が
経
文
を
平
易
に
解
説
す
る
た
め
に
、
対
象
の
経
文
を
引
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
殊
に
@
『
尊
号
真
像
銘
文
」
は
、
題
名
の
通
り
、
名
号
や

高
徳
僧
の
画
像
に
添
え
ら
れ
た
銘
文
漢
文
を
引
用
・
音
壮
一
蹴
し
た
後
、
そ
れ
を

解
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
部
分
的
に
は
字
音
直
読
資
料
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
全
体
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
の
⑥
で
は
、
字
音
直

読
資
料
に
お
け
る
加
点
と
は
異
な
り
、
経
文
音
読
の
句
頭
一
音
節
字
に
対
し

O 

て
も
、
上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

②
ニ
音
節
去
声
字
の
上
声
化

前
接
字
声
調
の
影
響
を
考
慮
外
と
す
る
た
め
、
句
頭
・
語
頭
例
に
限
り
、

二
音
節
字
へ
の
去
声
点
・
上
声
点
加
点
例
を
数
え
る
と
、
次
の
数
と
な
る
。

た
だ
し
、
漢
音
声
調
標
示
例
は
除
外
し
た
。

去
声
点

上
声
点

@
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』

@
『
浄
土
論
註
』
朱
声
点

@
『
教
行
信
託
」
大
墨
声
点

①
『
唯
信
抄
(
西
本
願
寺
本
)
」

@
「
尊
号
真
像
銘
文
(
建
長
本
)
」

問
題
の
対
象
字
が
少
数
で
あ
る
た
め
、
各
資
料
の
差
は
小
さ
い
。

だ
が
、
字
音
直
読
資
料
の
①
に
、
句
頭
二
音
節
字
へ
の
上
声
点
加
点
例
が

cmv 

見
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
意
味
が
あ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

20 

O 

76 

1 

加4

12 

92 

7 

111 

2 

@
漢
音
声
認
の
使
用

字
音
直
読
の
①
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
菩
願
』
声
点
加
点
数
全
三
五
一
例

中
、
呉
音
声
調
で
は
な
く
、
漢
音
声
調
に
一
致
す
る
と
判
定
で
き
る
声
点
加

点
例
は
、
無
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
漢
文
訓
読
資
料
・
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
は
、
先
に

指
摘
し
た
以
外
に
、
声
調
か
ら
判
定
で
き
る
範
囲
で
、
次
の
渓
音
読
例
が
存



す
る
(
傍
線
の
例
が
そ
れ
に
当
た
る
。
渓
呉
同
声
調
の
も
の
は
採
り
上
げ
な

い
。
@
『
教
行
信
託
』
大
塁
声
点
以
外
は
、
渓
音
声
調
と
判
定
し
た
全
例
を

【

Z
}

掲
げ
る
)
。

@
『
浄
土
論
註
」

関
口
同
シ
テ
(
上
町
)
、
防
旧
民
日
円
(
上
則
)
、
医
同
臣
(
上
町
)
、
鷹
(
平
)
ン

(
上
附
則
下
附
)
・
感
(
乎
)
ス
(
下
旬
、
位
片
げ
障
は
げ
胤
旧
同
日
隔
は
(
上

山
)
、
慰
(
去
)
姑
(
平
)
(
上
山
)
、
通
(
平
軽
}
(
上
川
)
、
神
(
平
)
(
上
川
)
、
神
(
平
)
ナ
ラ

ム
ヤ
(
下
町
山
)
、
能
(
去
}
同
日
(
下
山
川
)
、
同
日
智
(
平
)
(
下
山
)
、
慨
は
徹
(
入
)

(
下
山
)
、
は
比
一
夜
(
三
下
り
、
怯
片
隔
は
一
(
下
旬
、
併
は
州
(
下
旬
、

没
支
を
き
水
(
上
)
賂
(
去
)
(
下
引
)
、
貌
(
上
濁
)
(
下
別
)
、
高
(
去
)
新
(
平
軽
}
(
下
山
)
、

高
官
{
上
)
(
下
幻
)
、
人
(
平
濁
)
外
(
去
}
(
下
川
)
、
梁
(
干
)
園
(
入
軽
}
(
下
川
)
、
天
(
平
軽
)

子(平
V

(

下
川
)
、
時
(
平
軽
)
王
(
下
川
)

@
『
教
行
信
証
』
大
塁
声
点

即
日
円
安
一
一
則
)
、
風
慨
は
ほ
(
二
川
)
、
服
同
日
ン
テ
(
二
削
)
、
日
何
日

目
(
二
則
)
、
用
(
平
)
障
は
(
二
旬
、
医
同
柏
村
(
上
)
腫
(
上
濁
)
(
二
旬
、
中
野
(
平
)

(
一
一
則
)
、
日
(
入
空
調
)
域
(
入
)
(
一
一
則
)
、
天
(
平
)
子
(
平
)
(
一
一
似
て
人
(
平
軽
濁
)
倫
(
平
)

切

』

，
l

(
三
旬
、
院
は
衆
(
平
)
(
三
旬
、
慢
は
性
何
一
不
(
上
)
冊
目
(
三
日
)
、
防
一
日

対
(
去
)
(
=
一
日
)
、
慨
は
川
附
一
日
(
=
一
旬
、
昨
日
即
日
(
=
一
則
)
、
院
は
回
一
平

軽
)
(
三
似
て
併
{
奇
心
平
濁
)
(
一
一
一
則
)
、
仁
(
平
濁
)
義
(
上
空
母
上
)
智
(
上
)
信
(
去
)

(
三
川
)
、
精
(
平
)
舎
(
上
濁
)
(
六
本

ω)な
ど
、
全
五
三

O
例。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

①
『
唯
信
抄
(
西
本
願
寺
本
)
」

除
日
げ
骨
川
い
(
似
)
、
働
日
〕
(
町
山
.
)
、
霊
昨
日
山
(
剖
)
、
主
(
平
)
院
阿
川

炉

、

，

セ

チ

(
似
引
引
)
、
阪
日
円
(
叫
則
)
、
惚
同
円
節
(
入
)
(
制
)
、
除
同
円
地
(
平
濁
)

h
T
V
F

カ
ウ

2

ヲ

V

V

F

(
旬
、
古
(
平
)
阿
片
(
旬
、
高
(
去
)
慣
円
(
唯
旬
、
不
(
上
)
昨
(
上
)
干
(
平
濁
)
智

(
平
)
白
血
ハ
(
平
)
部
(
き
れ
(
平
)
(
幻
)
、
台
(
平
)
窓
(
平
)
現
(
去
)
世
(
平
濁
)
音
(
去
)
(
即
)
、
か
(
平
)

窓
(
平
}
大
(
平
濁
)
勢
(
平
)
至
(
平
)
(
幻
)

②
『
尊
号
真
像
銘
文
(
建
長
本
)
」

開
同
部
(
入
昨
日
尚
〔
去
}
(
制
抑
制
川
)
、
記
(
去
濁
)
彫
(
平
)
隔
日
両
(
去
)

セ

ン

タ

ウ

(
札
)
、
光
(
去
)
明
(
上
)
宇
(
平
濁
)
善
(
平
濁
)
導
(
平
濁
)
和
(
平
)
s
山
町
(
去
)
(
川
)
、
ま
(
平
)

棋
王
)
航
(
上
濁
)
肥
(
平
)
が

J

(

平
濁
)
舵
(
平
濁
)
郁
(
平
)
尚
(
去
)
(
山
)
、
中
山
(
平
軽
)
(
川
)
、

1

1

1

1

 

停
は
(
附
)
、
栃
(
入
)
附
は
(
抑
制
)
、
障
は
ス
(
則
)

右
の
如
く
、
呉
音
読
中
心
の
右
諸
文
献
中
に
、
「
天
子
」
「
義
理
」
「
和
尚
」

な
ど
、
漢
音
読
さ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
漢
語
が
、
そ
の
常
用
音
の
ま
ま

(
盟
)

使
用
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

④
入
声
に
お
け
る
急
・
緩
の
区
別

字
音
直
読
資
料
で
あ
る
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
の
戸
点
加
点
に
、
入

(
四
)

戸
の
急
と
緩
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
別
稿
で
述
べ
た
。

一
方
、
坂
東
本
「
教
行
信
証
』
大
墨
声
点
・
『
浄
土
論
註
』
・
『
唯
信
抄
』
・

『
尊
号
真
像
銘
文
』
は
、
親
鷲
遺
文
に
お
け
る
他
の
漢
文
訓
読
資
料
・
漢
字

(
却
)

片
仮
名
交
じ
り
文
同
様
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
な
い
。



鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

五
、
結
論

以
上
、
鎌
倉
時
代
の
日
本
呉
音
声
調
に
、
文
献
の
種
類
に
よ
る
位
相
差
が

存
し
た
も
の
か
否
か
、
存
し
た
な
ら
ば
い
か
な
る
差
か
を
採
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
親
驚
遺
文
を
対
象
に
、
調
査
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
呉
音
読
中
心
の
親
驚
遺
文
で
は
、
青
年
期
加
点
資
料
お
よ
び

晩
年
期
加
点
資
料
に
お
い
て
、
字
音
直
読
資
料
と
そ
れ
以
外
(
漢
文
訓
読
資

料
・
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
)
と
で
、
呉
音
声
調
に
差
が
存
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
た
。

そ
の
差
は
、
次
の
点
に
見
ら
れ
た
。

1
.
字
音
直
読
資
料
に
比
し
て
、
漢
文
訓
読
資
料
お
よ
び
漢
字
片
仮
名

2 
チマ
J、

字 じ
音り
直文
読は
資
料コ
5音
十 節
」ニ去
¥声..... 
渓古
文 L

訓 主

雲泥
彦三L-

習が
す 進

ん
u で
漂い
言た
仮
名

交
じ
り
文
は
、
「
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
」
例
も
、
多
い
ら
し

い
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
、
判
然
と
し
な
い
。

そ
し
て
、
「
呉
音
声
調
」
に
お
け
る
差
以
外
に
、
次
の
位
相
差
も
指
摘
で

き
た
。

3
.
字
音
直
読
資
料
に
比
し
て
、
渓
文
訓
読
資
料
お
よ
び
漢
字
片
仮
名

交
じ
り
文
は
、
渓
音
声
調
を
多
く
交
え
る
。

4
.
字
音
直
読
資
料
は
入
声
に
「
急
」
と
「
緩
」
と
を
区
別
し
、
渓
文

訓
読
資
料
お
よ
び
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
は
、
そ
れ
ら
を
区
別
し
な

し、
。

親
鴛
加
点
の
他
文
献
お
よ
び
他
者
の
加
点
資
料
に
お
け
る
実
態
調
査
が
、

次
の
課
題
で
あ
る
。

〈
注
〉

(
1
)
佐
々
木
勇
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
渓
音
の
研
究
」
(
一
一
O
O
九
年
、

汲
古
書
院
)
。

(
2
)
(
3
)
『
増
補
親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
』
(
二

O
O
五
1
二
O
O
七
年
、
法
政
館
)

解
説
。

(4)
佐
々
木
勇
「
専
修
寺
蔵
『
四
十
人
誓
願
』
建
長
八
年
真
偽
写
本
の
朱
訓
点
に
つ

い
て
」
(
「
高
田
学
報
」
第
百
輯
、
二
O
二
一
年
三
月
)
。

(
5
)
墨
戸
点
は
、
異
な
る
形
式
が
見
ら
れ
る
た
め
、
朱
声
点
に
限
定
す
る
。

(
6
)
(
7
)
佐
々
木
勇
「
親
鴛
使
用
の
声
点
加
点
形
式
に
つ
い
て
|
坂
東
本
『
教
行

信
証
』
声
点
の
位
置
づ
け
|
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
二
九
転
、
二

O
一

二
年
九
月
)
。

(8)
以
下
、
「
呉
音
一
音
節
去
声
字
」
と
い
う
周
誌
を
、
院
政
期
の
呉
音
読
資
科
で

去
声
点
加
点
例
が
多
い
一
音
節
字
と
し
て
、
佐
々
木
勇
「
呉
音
一
音
節
去
声
字
の

上
声
化
の
過
程
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
転
、
一
九
八
七
年
五
月
)
以
降
使

用
し
て
い
る
意
味
で
用
い
る
。

(
9
)
奥
村
三
雄
「
呉
音
声
調
の
一
性
格
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
十
八
街
、
一

九
六
一
年
一

O
月
)
、
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て

の
研
究
』
(
一
九
八
二
年
、
武
蔵
野
書
院
)
四
二
二
頁
、
佐
々
木
勇
「
呉
音
二
音

節
字
に
対
す
る
上
声
点
加
点
例
に
つ
い
て
」
(
「
国
文
学
孜
」
第

m号
、
一
九
八
七

年
三
月
)
、
参
照
。

(
叩
)
日
本
漢
音
資
料
で
、
「
神
」
は
平
声
点
、
「
人
」
に
は
平
声
濁
点
が
加
点
さ
れ
て



い
る
。
以
下
、
渓
音
声
認
は
、
注

(
l
)
佐
々
木
著
書
資
料
篇
に
依
る
。

(
日
)
以
下
、
呉
音
声
謂
は
、
承
暦
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
・
『
類
緊
名
義
抄
』

和
音
・
『
法
華
経
単
字
』
・
高
山
寺
蔵
『
華
厳
経
音
義
』
・
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般

若
径
」
・
法
華
経
立
日
義
諸
本
・
法
華
経
古
訓
点
資
料
諸
本
に
依
る
。

(
ロ
)
注

(9)
沼
本
著
舎
、
参
照
。

(
日
)
注

(
6
)
佐
々
木
論
文
、
参
照
。

(
M
)
注

(
8
)
佐
々
木
論
文
、
参
照
。

(
日
)
『
霞
径
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
註
文
の
全
例
は
、
表
に
掲
げ
た
。
ま
た
、
『
観
経
・

阿
弥
陀
経
集
註
』
経
文
中
の
全
例
は
、
注

(
9
)
佐
々
木
論
文
に
記
し
た
。

(
日
山
)
な
お
、
漢
音
声
調
と
一
致
す
る
た
め
除
外
し
た
例
に
、
「
刷
耳
叶
持
(
上
濁
}
葉
問

主
)
」
(
開
M
m
)

が
あ
る
。
当
該
例
上
何
に
は
、
朱
筆
で
「
焼
(
去
)
」
の
訂
正
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
来
句
頭
は
去
声
で
あ
る
と
い
う
規
範
意
識

が
、
経
文
に
お
い
て
強
く
働
い
て
い
た
、
と
見
ら
れ
る
。

(
口
)
対
象
か
ら
、
党
語
立
日
訳
字
を
除
く
。

(
同
日
)
佐
々
木
勇
「
親
刷
局
筆
『
阿
弥
陀
経
」
「
観
無
量
誇
経
』
の
漢
字
音
に
つ
い
て
」

(
「
比
治
山
大
学
現
代
文
化
学
部
紀
要
」
創
刊
号
、
一
九
九
五
年
三
月
)
、
参
照
。

(
川
口
)
中
段
の
用
例
中
、
上
・
下
が
所
在
頭
に
有
る
も
の
が
『
浄
土
論
註
』
、
渓
数
字

が
所
在
頭
に
有
る
も
の
が
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
で
あ
る
。
下
段
は
、
所
在
頭
に

「
唯
」
「
尊
」
を
つ
け
る
こ
と
で
、
「
唯
信
抄
」
と
『
尊
号
真
像
銘
文
」
と
の
別
を

示
し
た
。
所
在
は
、
『
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
頁
数
と
行
数
と
で
記
す
。

(
初
)
佐
々
木
勇
「
西
本
願
寺
蔵
『
浮
土
三
部
経
』
正
平
六
年
存
覚
書
写
本
の
朱
点
に

つ
い
て
|
親
驚
自
筆
加
点
本
お
よ
び
龍
谷
大
学
蔵
南
北
朝
期
加
点
本
と
の
比
較

|
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
一
一
六
輯
、
二

O
一
一
年
三
月
)
。

(
幻
)
ロ
「
五
」
は
、
呉
音
に
去
声
(
濁
)
と
平
声
(
濁
)
の
両
音
が
有
っ
た
。
漢
音

声
調
は
、
去
声
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
呉
音
声
調
の
位
相
差

(
辺
)
た
だ
し
、

9
「
除
」
叩
「
窮
」
に
お
け
る
、
②
『
尊
号
真
像
銘
文
」
の
上
声
点

は
、
前
接
字
去
声
・
上
声
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
お
)
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
」
(
「
東
洋
大

学
大
学
院
紀
要
」
第
2
集
、
一
九
六
五
年
九
月
)
、
佐
々
木
勇
「
親
驚
筆
「
教
行

信
託
』
の
漢
音
|
出
現
箇
所
と
加
点
理
由
|
」
(
「
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
紀

要
」
第
二
部
第
十
九
巻
、
一
九
九
七
年
一
月
)
。

(
泊
)
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
入
声
点
に
は
、
急
・
緩
の
声
点
が
存
す
る
(
前
注
小
林

論
文
、
沼
本
克
明
「
漢
字
音
に
於
け
る
促
音
の
表
示
法
」
〈
「
国
文
学
孜
」
第
六
十

九
号
、
一
九
七
五
年
十
月
〉
)
。
し
か
し
、
第
一
次
加
点
の
大
き
な
墨
声
点
に
限
れ

ば
、
そ
の
区
別
は
見
ら
れ
な
い
(
注

(
6
)
佐
々
木
論
文
、
参
照
)
。

(
お
)
注

(
4
)
佐
々
木
論
文
、
参
照
。

(
m
m
)

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
③
「
尊
号
真
像
銘
文
」
に
、
語
頭
二
音
節
字
へ
の
上
声

点
加
点
例
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、
本
文
中
に
指
摘
し
た
如
く
、
こ
の
②
が
、
部
分

的
に
は
字
音
直
読
資
料
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

(
幻
)
『
数
行
信
証
」
に
漢
音
読
が
多
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
注
(
幻
)
佐
々
木
論
文

で
述
べ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
論
文
で
は
、
大
墨
声
点
の
み
を
特
立
し
て
い
な
い
。

(
お
)
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄
」
に
は
、
「
天
(
平
軽
)
子
(
上
)
帝
王
部
」
(
前
田
本
下
辺
オ

2
)
、
「
義
(
去
渇
)
理
(
上
)
キ
リ
」
(
前
田
本
下
回
同
ウ
6
)
、
「
和
尚
ク
ワ
シ
ヤ
ウ
」
(
黒
川
本

中
旬
オ
2
)
、
「
神
(
平
)
妙
(
去
濁
)
シ
ン
ヘ
ウ
」
(
前
田
本
下
M
ウ
4
)
、
「
明
主
メ
ヰ
シ
ユ
」

(
前
田
本
下

ωオ
4
)
な
ど
と
あ
る
。
同
一
語
の
呉
音
読
例
は
収
載
さ
れ
て
い
な

、.。
iv 

(
m
U
)

注

(
4
)
佐
々
木
論
文
。

(
ぬ
)
注

(6)
佐
々
木
論
文
。

(
さ
さ
き
い
き
む
・
広
島
大
学
大
学
院
教
授
)


